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厚生労働省医政局歯科保健課



平成28年度臨床研修アンケート調査結果

〈調査概要〉
対象者：平成28年年度に歯科医師臨床研修を修了予定のすべての歯科医師2,046名

調査方法：厚生労働省より自記式質問票を送付、地方厚生局へ提出

調査時期：平成29年3月

〈回収状況〉

〈回答者の基本属性〉
【性別】

配布対象者 回収数 回収率

2,046 1,625 79.4%

男性 女性 無効票

人数 割合 人数 割合 人数 割合

942 58.0% 663 40.8% 20 1.2%
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○修了した臨床研修施設を選んだ理由 （複数回答）
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経験できる患者数が多い
症例内容が幅広い

指導歯科医が多数在籍
慣れた環境で研修を行いたい

指導歯科医が熱心
同期の研修医がいる

施設・設備が充実
研修期間が1年間

研修に関する自己研鑽の時間がとれる
立地条件が良い

高頻度治療を経験できる
症例内容が専門に特化している

新しい環境で研修を行いたい
評判が良い

拘束時間が短い
病棟管理等の研修が充実

指導歯科医が著名
雑用が少ない

給料が良い
研修が楽である

臨床研修施設に見学に行っていない
研修期間が2年間

国家試験合格発表後に空席があった



臨床研修の実施状況等について
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○目標症例数（研修プログラムを修了するために研修歯科医が経験する症例数）の参考状況

○目標症例数の達成状況

目標症例数について
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%

%

26.7 

61.4 

9.9 

0 10 20 30 40 50 60 70

参考にした

参考にはしなかった

研修プログラム等に記載がなかった

25.8 

44.8 

14.3 

3.4 

10.3 

0 10 20 30 40 50

すべて達成

ほぼ全て達成

約半分の達成

ほぼすべて達成できなかった

研修プログラム等に記載がなかった



○経験した症例内容の評価

経験した症例について
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○経験した症例数の評価
%

%

27.0 

34.5 

19.6 

11.5 

6.2 

0 10 20 30 40

十分

やや十分

どちらでもない

やや不十分

不十分

64.9 

24.0 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

幅広かった

やや専門に特化していた

専門に特化していた



○研修プログラム等に記載のある症例内容の評価

研修プログラム等に記載のある症例内容について
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○研修プログラム等に記載のある症例内容の参考状況
%

%

33.5 

56.4 

8.2 

0 10 20 30 40 50 60

参考にした

参考にはしなかった

研修プログラム等に記載がなかった

16.2 

61.1 

12.5 

8.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

記載以上

記載通り

相違があった

研修プログラム等に記載がなかった



○入院患者に対する研修状況 （複数回答）

○訪問歯科診療の研修状況

○全身管理に関する研修状況 （複数回答）

全身管理又は訪問歯科診療の研修について
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%

%

%

32.1 
32.6 

27.3 
44.7 

13.5 
23.9 

0 10 20 30 40 50

歯科以外で入院中の患者の歯科医療を行った
歯科以外で入院中の患者の歯科治療を見学した

歯科での入院中の患者の歯科治療を行った
歯科での入院中の患者の歯科治療を見学した

当直勤務を体験した
入院患者に関する研修を体験していない

28.3 

27.6 

43.9 

0 10 20 30 40 50

訪問歯科診療を行った

訪問歯科診療を見学した

訪問歯科診療を行っていない

27.9 

60.7 

23.6 

56.6 

36.1 

57.8 

11.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

全身麻酔下の歯科治療を行った

全身麻酔下の歯科治療を見学した

静脈鎮静下の歯科治療を行った

静脈鎮静下の歯科治療を見学した

モニタ管理下の歯科治療を行った

モニタ管理下の歯科治療を見学した

全身管理に関する研修を行っていない



○連携した内容 （複数回答）

歯科専門職以外の専門職種との連携について
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○連携した歯科専門職以外の専門職種 （複数回答）
%

%

62.1 
40.6 

58.1 
11.8 

10.5 
43.7 

17.3 
6.0 

16.3 
29.3 

15.4 
20.9 
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医師
薬剤師

看護師、准看護師
作業療法士
理学療法士

診療放射線技師
臨床検査技師
臨床工学技士

言語聴覚士
栄養士、管理栄養士

介護福祉士
介護支援専門員（ケアマネージャー）

他職種と連携してない

52.2 
17.6 

35.5 
29.3 
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2.9 
2.7 

15.2 
17.7 

32.4 
20.2 

28.8 
10.0 

17.3 
15.5 

2.6 
14.2 

0 10 20 30 40 50 60

外来患者の歯科診療を行った
在宅患者の歯科診療を行った
入院患者の歯科診療を行った

外来患者の他科への紹介
外来患者の他科からの紹介

在宅患者の他科への紹介
在宅患者の他科からの紹介

入院患者の他科への紹介
入院患者の他科からの紹介

合同カンファレンスに参加
合同手術の見学

口腔ケアチームに参加
栄養サポートチームに参加
摂食・嚥下チームに参加

周術期管理チームに参加
ケアプラン作成等に参加
他職種と連携していない



○到達目標を達成するために必要な項目 （複数回答）

臨床研修の到達目標について
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○臨床研修の到達目標の達成状況
%

%

24.9 

52.1 

16.3 

2.7 

4.4 

0 10 20 30 40 50 60

達成された

ほぼ達成された

あまり達成されなかった

未達成

分からない

80.3 

64.4 

61.3 

51.3 

24.8 

23.1 

5.0 

0 20 40 60 80 100

本人の努力

手技の実践

十分な症例数

指導歯科医の能力

十分な教育資源（図書等）

雑用の軽減

研修期間の延長



臨床研修の満足度について
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○臨床研修の満足度

37.9 

39.2 

12.8 

5.1 

3.7 

0 10 20 30 40 50

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満



臨床研修修了後の進路等について
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○進路先を選んだ理由 （複数回答）

臨床研修修了後の進路等について
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○進路先の種別
%

%

40.6 

17.8 

16.6 

12.0 

5.1 

4.4 

0.7 

0.2 

0 10 20 30 40 50

歯科診療所

大学・大学院等で研究

卒業大学の大学附属病院

卒業大学以外の大学附属病院

大学附属病院以外の病院

歯科病院

休職

留学

46.3 
40.4 

32.6 
32.2 

28.4 
23.1 

14.6 
11.5 

10.5 
8.3 

7.5 
6.4 

4.4 

0 10 20 30 40 50

施設・設備が充実
優れた指導者がいる

立地条件
臨床研修を受けた施設である

出身大学である
専門医等取得につながる

博士号取得につながる
大都市圏である

理由なし
給料が良い

臨床研究が優れている
臨床研修を受けた施設からの紹介

拘束時間が短い
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○臨床研修修了後の進路（施設等）における収入 （１か月）

臨床研修修了後の進路等について

%

○臨床研修修了後の進路（施設等）における支出 （１か月）

%

4.9 

21.4 

28.3 

17.7 

7.4 

18.2 

0 10 20 30

40万円以上

30～40万円未満

20～30万円未満

10～20万円未満

１～10万円未満

収入なし

13.6 

21.2 

11.3 

12.3 

38.6 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

支出なし

1～5万円未満

5～10万円未満

10万円以上

不明



○予想する１０年後の働き方（複数回答）
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%

51.0 

42.6 

13.5 

7.6 

7.5 

5.9 

5.8 

4.5 

3.9 

0 10 20 30 40 50 60

歯科診療所に勤務

歯科診療所を開設・管理

卒業大学の大学付属病院に勤務

卒業大学以外の大学附属病院に勤務

大学附属病院以外の病院に勤務

大学院等で研究

休職・離職

留学

その他の職種

臨床研修修了後の進路等について


